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台風19号による変更について


≪プログラム≫

10月12日（土）の13時以降20時までのプログラムは

中止となります。

10月13日（日）のプログラムは開催予定です。



≪返金≫

懇親会費は返金いたしますが、参加登録費につきましては返金いたしません。


≪ポスター発表≫

紙上開催による発表が認められます。


≪単位≫

詳細は下記の日本血液学会HPをご確認ください。
http://www.jshem.or.jp/modules/news/index.php?content_id=78
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